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肖像画がひらく家族のすがた
──ドメニコ・ギルランダイオ作《フランチェスコ・サッセッティと息子テオドロ》をめぐって──

は
じ
め
に

　

本
稿
で
考
察
の
中
心
と
な
る
の
は
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
に
所
蔵
さ

れ
る
、
あ
る
商
人
の
親
子
を
描
い
た
一
枚
の
肖
像
画
で
あ
る
（
図
１

）。
肖

像
画
の
作
者
は
ド
メ
ニ
コ
・
ギ
ル
ラ
ン
ダ
イ
オ
（1448/49-1494

）
で
、
制

作
年
は
概
ね
一
四
八
〇
年
代
後
半
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る）

1
（

。

　

正
面
を
向
き
、
肘
掛
つ
き
の
椅
子
に
腰
掛
け
た
父
親
は
、
落
ち
着
い
た
よ

う
す
で
視
線
を
下
に
向
け
て
い
る
。
そ
の
傍
ら
に
寄
り
添
い
、
父
親
を
見
上

げ
る
息
子
は
、
十
歳
く
ら
い
だ
ろ
う
か
。
彼
の
右
手
は
父
の
下
腹
部
に
の
せ

ら
れ
お
り
、
こ
の
物
静
か
な
父
に
甘
え
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
る
。
描
か
れ

た
窓
枠
の
上
部
に
記
さ
れ
た
銘
に
よ
れ
ば
、
こ
の
二
人
は
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス

コ
・
サ
ッ
セ
ッ
テ
ィ
（1421-1490

）
と
そ
の
息
子
の
テ
オ
ド
ロ
で
あ
る）

2
（

。

【
特
集
】

美
術
が
拓
く

肖
像
画
が
ひ
ら
く
家
族
の
す
が
た

│
│
ド
メ
ニ
コ
・
ギ
ル
ラ
ン
ダ
イ
オ
作
《
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
サ
ッ
セ
ッ
テ
ィ
と
息
子
テ
オ
ド
ロ
》
を
め
ぐ
っ
て
│
│

剱
持
　
あ
ず
さ

図
１　

ド
メ
ニ
コ
・
ギ
ル
ラ
ン
ダ
イ
オ

　
　
《
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
サ
ッ
セ
ッ
テ
ィ
と
息
子
テ
オ
ド
ロ
》
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【特集】美術が拓く

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
サ
ッ
セ
ッ
テ
ィ
は
十
五
世
紀
後
半
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で

台
頭
し
た
富
豪
で
、
メ
デ
ィ
チ
銀
行
の
総
支
配
人
に
上
り
詰
め
た
人
物
だ
。

　

十
五
世
紀
の
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
独
立
し
た
板
絵
肖
像
画
を
概
観
す
る
と

き
、
本
作
品
の
よ
う
に
子
ど
も
と
共
に
描
か
れ
た
例
を
見
つ
け
る
の
は
大
変

難
し
い
。
同
じ
ギ
ル
ラ
ン
ダ
イ
オ
が
描
い
た
《
老
人
と
少
年）

3
（

》
や
、
ピ
エ
ト

ロ
・
デ
ィ
・
ス
パ
ー
ニ
ャ
に
よ
る
ウ
ル
ビ
ー
ノ
公
と
そ
の
息
子
を
描
い
た
作

例
《
フ
ェ
デ
リ
ー
ゴ
・
ダ
・
モ
ン
テ
フ
ェ
ル
ト
ロ
と
息
子
グ
イ
ド
バ
ル
ド）

4
（

》

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
例
を
管
見
の
限
り
で
は
見
つ
け
ら
れ

て
い
な
い
。
一
方
、
壁
画
に
お
い
て
は
、
注
文
主
と
そ
の
一
族
や
関
係
者
の

肖
像
が
描
き
こ
ま
れ
る
複
数
の
例
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
十
五
世
紀

の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
例
で
は
、
メ
デ
ィ
チ
家
邸
宅
で
あ
る
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
メ

デ
ィ
チ
内
の
礼
拝
堂
に
描
か
れ
た
《
マ
ギ
の
行
列）

5
（

》
に
は
メ
デ
ィ
チ
家
の

面
々
が
描
き
こ
ま
れ
て
い
る
し
、
同
じ
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
サ
ッ
セ
ッ
テ
ィ

が
ギ
ル
ラ
ン
ダ
イ
オ
に
制
作
依
頼
し
た
サ
ン
タ
・
ト
リ
ニ
タ
聖
堂
内
の
家
族

礼
拝
堂
（
図
２

）
を
飾
る
壁
画
の
中
に
も
、
当
主
で
あ
る
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
、

妻
、
息
子
や
娘
た
ち
が
登
場
し
て
い
る
。
の
ち
に
詳
し
く
述
べ
る
が
、
そ
の

よ
う
な
壁
画
に
お
い
て
は
、
現
在
か
ら
未
来
へ
と
続
く
一
族
の
繁
栄
と
強
固

な
繋
が
り
を
明
示
す
る
た
め
に
、
注
文
主
の
家
族
や
一
族
が
描
き
こ
ま
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　

お
そ
ら
く
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
作
品
に
お
い
て
、
当
時
と
し
て
は
珍
し
く
息

子
と
共
に
あ
る
当
主
の
姿
が
描
か
れ
た
の
は
、
一
つ
に
は
、
壁
画
の
場
合
と

同
様
に
、
サ
ッ
セ
ッ
テ
ィ
家
の
継
続
と
繁
栄
を
示
す
た
め
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
の
作
品
に
お
い
て
父
と
息
子
が
描
か
れ
た
背
景
に
は
、
そ
の
よ

う
な
一
族
繁
栄
の
願
い
と
は
別
の
制
作
動
機
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

も
う
一
度
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
作
品
に
描
か
れ
た
、
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の

表
情
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
下
に
落
と
し
た
父
親
の
ま
な
ざ
し
は
穏
や
か
で

優
し
げ
で
あ
り
、
作
品
全
体
に
柔
ら
か
い
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

図
２　

サ
ッ
セ
ッ
テ
ィ
礼
拝
堂
（
サ
ン
タ
・
ト
リ
ニ
タ
聖
堂
）
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う
な
雰
囲
気
は
、
サ
ン
タ
・
ト
リ
ニ
タ
聖
堂
の
礼
拝
堂
壁
画
に
描
か
れ
た
フ

ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
姿
に
は
感
じ
ら
れ
な
い
も
の
だ
。

　

サ
ン
タ
・
ト
リ
ニ
タ
聖
堂
の
礼
拝
堂
装
飾
は
、
お
そ
ら
く
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
作
品
に
先
行
し
て
、
一
四
八
五
年
に
完
成
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ギ
ル
ラ

ン
ダ
イ
オ
は
、
わ
ず
か
数
年
の
差
で
壁
画
と
板
絵
で
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
肖

像
を
描
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
で
、
同
一
人
物
の
全
く
異

な
る
側
面
を
描
き
出
し
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。
聖
堂
内
に
描
か
れ
た
壁
画

は
、
誰
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
、
た
と
え
家
族
礼
拝
堂
で
あ
っ
て

も
公
的
な
性
格
を
持
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
そ
こ
で
は
外
部
に
向
け
ら
れ
た

「
公
的
な
」
モ
デ
ル
の
姿
が
描
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
作
品
は
、
そ
の
親
密
な
雰
囲
気
か
ら
し
て
家
族
の
た
め
に
描
か
れ
た

私
的
な
肖
像
画
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
絵
の
中
の
サ
ッ
セ
ッ
テ
ィ
は
、

家
庭
に
お
け
る
理
想
像
、
す
な
わ
ち
理
想
的
父
親
と
し
て
の
姿
を
提
示
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
サ
ッ
セ
ッ
テ
ィ
が
本
作
品
で
示
そ

う
と
し
た
父
親
像
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
ギ
ル
ラ

ン
ダ
イ
オ
は
、
そ
の
依
頼
に
画
家
と
し
て
ど
の
よ
う
に
応
え
た
の
だ
ろ
う
か
。

本
稿
で
は
、
先
行
研
究
を
援
用
し
つ
つ
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
所
蔵
の

《
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
サ
ッ
セ
ッ
テ
ィ
と
息
子
テ
オ
ド
ロ
》
の
中
で
、
あ
る

べ
き
父
親
像
が
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
か
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。

ま
ず
は
、ギ
ル
ラ
ン
ダ
イ
オ
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
、本
作
品
に
先
行
す
る
「
公

的
な
」
サ
ッ
セ
ッ
テ
ィ
の
肖
像
を
検
討
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と
に
し
よ

う
。

一
、
サ
ン
タ
・
ト
リ
ニ
タ
聖
堂
　
サ
ッ
セ
ッ
テ
ィ
礼
拝
堂

　

本
稿
で
扱
う
肖
像
画
の
モ
デ
ル
で
あ
る
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
サ
ッ
セ
ッ

テ
ィ
は
一
四
二
一
年
、
両
替
商
だ
っ
た
父
親
の
も
と
に
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
生

ま
れ
た）

6
（

。
一
四
三
八
│
三
九
年
に
、
メ
デ
ィ
チ
銀
行
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
支
店
で

キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
彼
は
、
一
四
四
七
年
に
は
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
支
店

長
に
な
っ
た
。
一
四
五
九
年
、
三
十
八
歳
の
時
に
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
戻
り
、

十
五
歳
の
ネ
ー
ラ
・
コ
ル
シ
と
結
婚
し
た
。
コ
ル
シ
家
は
古
代
ロ
ー
マ
に
起

源
を
も
つ
と
さ
れ
る
由
緒
あ
る
一
族
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
は
、
妻

と
の
間
に
五
男
五
女
を
も
う
け
た
。
第
一
子
の
テ
オ
ド
ロ
は
、
一
四
六
〇
年

七
月
に
生
ま
れ
て
い
る
。

　

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
戻
っ
た
後
、
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
は
、
メ
デ
ィ
チ
銀
行

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
支
店
の
責
任
者
と
し
て
、
メ
デ
ィ
チ
家
を
支
え
る
要
職
に
就

い
た
。
こ
の
当
時
の
メ
デ
ィ
チ
家
の
当
主
は
コ
ジ
モ
・
デ
・
メ
デ
ィ
チ

（1389-1464

）
で
あ
っ
た
が
、
続
く
数
年
の
間
に
メ
デ
ィ
チ
家
の
当
主
は
頻

繁
に
入
れ
替
わ
り
、
一
四
六
九
年
、
コ
ジ
モ
の
孫
で
若
干
二
十
歳
の
ロ
レ
ン

ツ
ォ
・
デ
・
メ
デ
ィ
チ
（1449-1492

）
が
一
族
を
率
い
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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【特集】美術が拓く

ロ
レ
ン
ツ
ォ
と
彼
の
四
歳
年
下
の
弟
ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ
（1453-1478

）
が
不

慣
れ
な
銀
行
経
営
の
上
で
頼
っ
た
の
が
、
長
年
に
わ
た
り
メ
デ
ィ
チ
銀
行
を

支
え
て
き
た
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
サ
ッ
セ
ッ
テ
ィ
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

一
時
は
莫
大
な
財
産
を
築
い
た
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
で
あ
っ
た
が
、
一
四
七

八
年
か
ら
八
〇
年
に
か
け
て
ミ
ラ
ノ
、
ア
ヴ
ィ
ニ
ョ
ン
、
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
、

ロ
ン
ド
ン
支
店
が
経
営
に
失
敗
し
、
同
僚
か
ら
批
判
に
さ
ら
さ
れ
た
彼
は
窮

地
に
陥
っ
た
。
ロ
レ
ン
ツ
ォ
か
ら
の
信
頼
は
揺
ら
が
な
か
っ
た
が
、
そ
の
晩

年
に
は
往
時
の
勢
い
は
な
く
、
一
四
九
〇
年
、
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
は
フ
ィ
レ

ン
ツ
ェ
で
没
し
、
サ
ン
タ
・
ト
リ
ニ
タ
聖
堂
の
家
族
礼
拝
堂
に
埋
葬
さ
れ
た
。

　

も
と
も
と
サ
ッ
セ
ッ
テ
ィ
家
は
、
伝
統
的
に
、
サ
ン
タ
・
ト
リ
ニ
タ
聖
堂

で
は
な
く
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
ノ
ヴ
ェ
ッ
ラ
聖
堂
を
墓
所
と
し
、
と
り
わ
け

主
祭
壇
の
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
に
関
係
し
て
き
た
と
い
う）

7
（

。
一
四
二
九
年
、
サ
ッ

セ
ッ
テ
ィ
一
族
の
フ
ィ
オ
ン
デ
ィ
ー
ナ
・
デ
ィ
・
ペ
ッ
ラ
イ
オ
・
サ
ッ
セ
ッ

テ
ィ
と
い
う
女
性
が
、
主
祭
壇
の
た
め
の
祭
壇
画
を
あ
ら
た
に
制
作
す
る
こ

と
を
条
件
に
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
ノ
ヴ
ェ
ッ
ラ
聖
堂
に
遺
産
を
寄
付
す
る
と

い
う
遺
言
を
残
し
た
が
、
こ
の
板
絵
制
作
は
実
現
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。

一
四
六
八
年
に
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
サ
ッ
セ
ッ
テ
ィ
が
こ
の
フ
ィ
オ
ン

デ
ィ
ー
ナ
の
遺
志
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
を
表
明
す
る
と
、
サ
ン
タ
・
マ
リ

ア
・
ノ
ヴ
ェ
ッ
ラ
聖
堂
を
管
理
す
る
ド
メ
ニ
コ
会
は
、
サ
ッ
セ
ッ
テ
ィ
家
の

長
年
の
同
聖
堂
に
対
す
る
寄
付
活
動
に
鑑
み
、
一
度
は
主
祭
壇
に
対
す
る
パ

ト
ロ
ネ
ー
ジ
を
彼
に
委
ね
た
。と
こ
ろ
が
、な
ん
ら
か
の
理
由
で
、サ
ッ
セ
ッ

テ
ィ
家
の
主
祭
壇
へ
の
権
利
は
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
後
、
サ
ン
タ
・
マ
リ

ア
・
ノ
ヴ
ェ
ッ
ラ
聖
堂
の
主
要
礼
拝
堂
の
装
飾
は
、
や
は
り
メ
デ
ィ
チ
銀
行

の
要
職
に
あ
っ
た
大
富
豪
、
ト
ル
ナ
ブ
オ
ー
ニ
家
に
任
さ
れ
た
の
で
あ
る）

8
（

。

　

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
が
、
彼
が
埋
葬
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
サ
ン
タ
・
ト
リ
ニ

タ
聖
堂
の
礼
拝
堂
に
対
す
る
権
利
を
正
確
に
い
つ
取
得
し
た
の
か
は
不
明
だ

が
、
残
さ
れ
た
記
録
に
よ
れ
ば
一
四
七
八
年
に
は
交
渉
中
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
さ
ら
に
一
四
八
〇
年
に
礼
拝
堂
の
修
理
を
始
め
る
準
備
を
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
こ
の
頃
ま
で
に
は
、
礼
拝
堂
に
対
す
る
権
利
は

サ
ッ
セ
ッ
テ
ィ
家
に
移
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
ヴ
ァ
ー
ル
ブ
ル
ク
は
、
サ
ッ

セ
ッ
テ
ィ
家
が
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
ノ
ヴ
ェ
ッ
ラ
聖
堂
か
ら
サ
ン
タ
・
ト
リ

ニ
タ
聖
堂
へ
と
移
っ
た
理
由
を
、
礼
拝
堂
壁
画
装
飾
の
主
題
を
め
ぐ
る
フ
ラ

ン
チ
ェ
ス
コ
と
ド
メ
ニ
コ
会
と
の
諍
い
が
原
因
だ
と
想
定
し
た
が
、
近
年
で

は
サ
ッ
セ
ッ
テ
ィ
家
に
よ
る
寄
付
が
よ
り
少
額
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
彼
ら
が

サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
ノ
ヴ
ェ
ッ
ラ
聖
堂
で
の
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
権
を
失
っ
た
理

由
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る）

9
（

。

　

さ
て
、
サ
ン
タ
・
ト
リ
ニ
タ
聖
堂
の
北
側
の
翼
廊
に
位
置
す
る
、
サ
ッ

セ
ッ
テ
ィ
家
が
新
し
く
手
に
い
れ
た
礼
拝
堂
の
装
飾
は
、
前
述
の
よ
う
に
ド

メ
ニ
コ
・
ギ
ル
ラ
ン
ダ
イ
オ
に
依
頼
さ
れ
た
。
正
確
な
注
文
時
期
は
不
明
で

あ
る
も
の
の
、
ギ
ル
ラ
ン
ダ
イ
オ
の
関
与
は
、
お
そ
ら
く
一
四
七
九
年
五
月
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以
前
に
は
始
ま
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る）

10
（

。

　

ま
ず
は
礼
拝
堂
全
体
の
装
飾
の
概
要
を
把
握
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
礼
拝
堂

入
り
口
の
ア
ー
チ
上
部
に
は
《
ア
ウ
ク
ス
ト
ゥ
ス
と
テ
ィ
ブ
ル
の
巫
女
》
が
、

そ
の
場
面
の
左
側
の
壁
に
は
《
ダ
ヴ
ィ
デ
》
が
描
か
れ
て
い
る
。
礼
拝
堂
内

部
に
入
る
と
、
天
井
に
は
《
四
人
の
巫
女
》
が
、
そ
し
て
礼
拝
堂
内
部
の
壁

に
は
、
聖
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
生
涯
か
ら
六
つ
の
場
面
が
、
そ
れ
ぞ
れ
描
か

れ
て
い
る
。
そ
れ
は
左
壁
の
上
部
ル
ネ
ッ
タ
に
描
か
れ
た
《
聖
フ
ラ
ン
チ
ェ

ス
コ
の
財
産
の
放
棄
》
か
ら
始
ま
り
、
祭
壇
が
設
置
さ
れ
て
い
る
中
央
壁
の

上
部
の
《
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
の
会
則
認
可
》、
右
壁
上
部
の
《
火
の
試
練
》

へ
と
続
く
。
そ
し
て
再
び
左
壁
に
戻
り
、
下
部
に
描
か
れ
た
聖
フ
ラ
ン
チ
ェ

ス
コ
の
晩
年
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
有
名
な
《
聖
痕
の
拝
受
》、
そ
し
て
右

壁
下
部
の
《
聖
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
葬
儀
》
に
い
た
る
。
中
央
壁
下
部
の
《
蘇

生
し
た
少
年
の
奇
跡
》
は
、
聖
人
が
亡
く
な
っ
た
の
ち
に
起
き
た
奇
跡
を
描

い
た
も
の
だ
。
こ
れ
ら
の
場
面
の
ほ
と
ん
ど
は
、
十
四
世
紀
に
確
立
し
た
聖

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
生
涯
を
描
く
際
の
図
像
伝
統
を
踏
襲
し
た
も
の
だ
が
、

最
後
の
《
蘇
生
し
た
少
年
の
奇
跡
》
の
み
、
先
行
作
例
に
は
あ
ま
り
例
の
な

い
、
珍
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る）

11
（

。

　
《
蘇
生
し
た
少
年
の
奇
跡
》
が
壁
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
入
れ
ら
れ
た
経
緯
に

つ
い
て
は
、
本
礼
拝
堂
装
飾
に
関
連
づ
け
ら
れ
た
ギ
ル
ラ
ン
ダ
イ
オ
の
素
描

の
分
析
を
通
じ
て
、
当
初
は
別
の
場
面
が
予
定
さ
れ
て
い
た
も
の
の
途
中
で

計
画
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
計
画
変
更

の
理
由
は
、
注
文
主
サ
ッ
セ
ッ
テ
ィ
の
個
人
的
な
事
情
│
す
な
わ
ち
長
男
テ

オ
ド
ロ
の
死
と
関
連
づ
け
て
説
明
さ
れ
て
き
た
。

　

一
四
六
〇
年
に
生
ま
れ
た
テ
オ
ド
ロ
は
、
一
四
七
八
年
の
末
か
一
四
七
九

年
の
早
い
時
期
に
亡
く
な
っ
た
。
し
か
し
そ
の
死
か
ら
間
も
な
い
一
四
七
九

年
五
月
、
ネ
ー
ラ
は
五
男
と
な
る
男
の
子
を
産
ん
だ
。
当
時
の
慣
習
に
従
い
、

そ
の
子
は
死
ん
だ
長
兄
の
名
を
と
っ
て
テ
オ
ド
ロ
と
名
付
け
ら
れ
た
。
フ
ラ

ン
チ
ェ
ス
コ
の
身
に
起
き
た
、
息
子
の
死
と
あ
ら
た
な
息
子
の
誕
生
と
い
う

こ
の
一
連
の
出
来
事
が
、
当
初
の
計
画
を
変
更
し
て
《
蘇
生
し
た
少
年
の
奇

跡
》
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
装
飾
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
た
と
い
う
わ
け
だ
。

　
《
蘇
生
し
た
少
年
の
奇
跡
》
に
描
か
れ
る
の
は
、
ま
さ
に
死
ん
で
し
ま
っ

た
子
供
の
復
活
で
あ
る
。
聖
人
の
伝
記
に
よ
れ
ば
、
ロ
ー
マ
で
、
あ
る
公
証

人
の
息
子
が
窓
か
ら
落
ち
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
少
年
の
家
族
は
聖
フ
ラ
ン

チ
ェ
ス
コ
に
祈
り
、
そ
の
信
仰
の
力
に
よ
っ
て
息
子
は
蘇
生
し
た
と
い
う）

12
（

。

「
子
供
が
生
き
返
る
」
と
い
う
奇
跡
は
、
息
子
の
死
と
誕
生
を
立
て
続
け
に

経
験
し
た
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
体
験
に
重
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
の
場

面
に
は
、
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
長
男
を
悼
む
気
持
ち
や
、
末
息
子
の
誕
生

に
聖
人
の
起
こ
し
た
奇
跡
を
重
ね
る
信
仰
心
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う）

13
（

。

　

こ
れ
ら
の
壁
画
に
加
え
、
祭
壇
の
上
部
に
は
古
代
風
の
額
縁
で
飾
ら
れ
た
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祭
壇
画
《
キ
リ
ス
ト
の
降
誕
》
が
飾
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
祭
壇
画
を
は
さ

む
両
脇
の
壁
に
は
、
右
側
に
注
文
主
で
あ
る
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
サ
ッ
セ
ッ

テ
ィ
が
、
左
側
に
妻
ネ
ー
ラ
・
コ
ル
シ
が
そ
れ
ぞ
れ
中
央
を
向
い
て
跪
き
、

手
を
合
わ
せ
る
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
彼
ら
の
い
る
床
の
側
面
に
は
、
一
四

八
五
年
十
二
月
の
年
記
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
す
な
わ
ち
ギ
ル
ラ
ン
ダ
イ
オ
と

そ
の
助
手
た
ち
が
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
装
飾
を
こ
の
年
に
完
成
さ
せ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
礼
拝
堂
の
左
右
の
壁
の
ニ
ッ
チ
に
は
、
右
に
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ

の
、
左
に
ネ
ー
ラ
を
埋
葬
し
た
石
棺
が
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。

　

礼
拝
堂
装
飾
の
概
要
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
、
本
稿
の
関
心
事
で
あ
る
肖

像
表
現
に
注
目
し
て
い
き
た
い
。
当
時
の
人
々
の
肖
像
は
、
祭
壇
が
置
か
れ

た
中
央
壁
に
描
か
れ
た
二
場
面
、《
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
の
会
則
認
可
》（
図

３

）
と
《
蘇
生
し
た
少
年
の
奇
跡
》
に
集
中
し
て
い
る
。
ま
ず
、
上
部
の
《
フ

ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
の
会
則
認
可
》
で
は
、
画
面
の
中
央
部
に
、
聖
職
者
た
ち

が
見
守
る
中
、
教
皇
ホ
ノ
リ
ウ
ス
三
世
か
ら
会
則
を
認
可
さ
れ
る
聖
フ
ラ
ン

チ
ェ
ス
コ
と
修
道
士
た
ち
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

彼
ら
が
こ
の
儀
式
を
行
な
っ
て
い
る
の
は
、
壁
で
囲
ま
れ
た
静
謐
な
聖
堂

内
部
で
は
な
く
、
人
々
の
行
き
交
う
広
場
が
す
ぐ
近
く
に
見
え
る
開
放
的
な

場
所
だ
。
注
意
深
く
見
る
と
こ
の
広
場
は
、
左
側
奥
の
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
デ
ッ

ラ
・
シ
ニ
ョ
リ
ー
ア
（
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
政
庁
舎
）
や
正
面
奥
に
見
え
る

ロ
ッ
ジ
ア
・
デ
ィ
・
ラ
ン
ツ
ィ
に
よ
っ
て
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
シ
ニ
ョ
リ
ー

図
３　
《
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
の
会
則
認
可
》
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ア
広
場
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
本
来
、
ロ
ー
マ
だ
っ
た
は
ず
の
物
語
の
舞

台
が
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
中
心
的
な
広
場
に
変
更
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
画
面
の
両
端
に
は
、
少
し
離
れ
て
認
可
の
よ
う
す
を
見
つ
め
て
い
る
、

明
ら
か
に
聖
職
者
で
は
な
い
者
た
ち
が
い
る
。
画
面
の
下
端
か
ら
頭
を
出
し

て
い
る
集
団
も
、
同
様
に
世
俗
の
者
た
ち
だ
。
彼
ら
こ
そ
、《
フ
ラ
ン
チ
ェ

ス
コ
会
の
会
則
認
可
》
に
描
か
れ
た
、
サ
ッ
セ
ッ
テ
ィ
一
族
と
そ
の
友
人
た

ち
な
の
で
あ
る）

14
（

。

　

あ
ら
た
め
て
画
面
の
右
側
に
立
つ
四
人
を
見
て
み
よ
う
（
図
４

）。
ま
ず

右
か
ら
二
人
目
の
赤
い
外
衣
を
着
て
い
る
の
が
注
文
主
で
あ
り
当
主
で
あ
る

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
サ
ッ
セ
ッ
テ
ィ
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
左
に
い

る
背
の
高
い
黒
髪
の
男
性
は
、
そ
の
特
徴
的
な
横
顔
か
ら
明
ら
か
に
ロ
レ
ン

ツ
ォ
・
デ
・
メ
デ
ィ
チ
だ
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
を
実
質
的
に
支
配
す
る
メ
デ
ィ

チ
家
当
主
が
、
サ
ッ
セ
ッ
テ
ィ
家
の
礼
拝
堂
装
飾
に
登
場
し
て
い
る
こ
と
は
、

両
家
の
強
い
結
び
つ
き
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
ロ
レ
ン
ツ
ォ
の

左
隣
で
、
眉
間
に
皺
を
寄
せ
つ
つ
こ
ち
ら
を
見
て
い
る
初
老
の
男
性
は
、
ア

ン
ト
ニ
オ
・
プ
ッ
チ
で
あ
る
。
ア
ン
ト
ニ
オ
は
先
に
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
行
政

府
の
長
官
「
正
義
の
旗
手
」
を
務
め
た
人
物
で
あ
り
、
プ
ッ
チ
家
と
サ
ッ

セ
ッ
テ
ィ
家
は
縁
戚
関
係
に
あ
っ
た）

15
（

。
最
後
に
、
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
右
側

に
並
ん
で
い
る
少
年
は
、
サ
ッ
セ
ッ
テ
ィ
家
四
男
の
フ
ェ
デ
リ
ー
ゴ
（1472-

1490

）
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
描
か
れ
た
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
は
、
頭
部
を
わ
ず
か
に
斜
め
に
向
け

て
い
る
。
そ
の
太
い
首
、
短
く
刈
り
込
ん
だ
髪
の
毛
、
鋭
い
目
つ
き
と
固
く

引
き
結
ば
れ
た
口
元
な
ど
か
ら
は
、
揺
る
ぎ
な
い
堂
々
と
し
た
印
象
を
受
け

る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
彼
は
ま
っ
す
ぐ
前
を
見
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
視
線
は
、

中
央
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
聖
な
る
場
面
と
い
う
よ
り
も
、
画
面
の
反
対

側
に
並
ぶ
三
人
の
青
年
た
ち
に
向
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
前
方
を
指
差
す

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
右
手
も
、
こ
の
三
人
の
方
に
鑑
賞
者
の
注
意
を
促
し
て

い
る
と
言
え
る
。
画
面
の
左
側
に
並
ぶ
彼
ら
は
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
息
子
た

図
４　

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
サ
ッ
セ
ッ
テ
ィ
と
友
人
た
ち
（
図
３

の
部
分
）
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ち
で
、
夭
折
し
た
長
男
テ
オ
ド
ロ
（1460-1478/79

）、
次
男
ガ
レ
ア
ッ
ツ
ォ
、

（1462-1513

）、
三
男
コ
ジ
モ
（1463-1527

）
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る）

16
（

。

　

さ
ら
に
画
面
下
側
の
開
口
部
か
ら
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
集
団
に
も
注
目

し
た
い
。
ど
う
や
ら
彼
ら
は
、
私
た
ち
が
見
て
い
る
場
所
の
下
に
あ
る
空
間

か
ら
階
段
を
上
っ
て
き
て
い
る
ら
し
い
。
先
頭
に
立
つ
の
は
ア
ン
ジ
ェ
ロ
・

ポ
リ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
（1454-1494

）、
彼
は
詩
人
で
メ
デ
ィ
チ
家
の
子
ど
も
た

ち
の
家
庭
教
師
も
つ
と
め
て
い
た
。
続
く
三
人
の
少
年
は
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・

デ
・
メ
デ
ィ
チ
の
息
子
た
ち
で
、
順
に
、
末
息
子
の
ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ
（1479-

1516

）、
長
男
の
ピ
エ
ロ
（1472-1503
）、
次
男
の
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
（1475-

1521

）
で
あ
る
。
そ
の
後
ろ
の
二
名
は
、
い
ず
れ
も
メ
デ
ィ
チ
家
に
ゆ
か
り

の
あ
っ
た
マ
ッ
テ
オ
・
フ
ラ
ン
コ
（1447-1494
）
と
ル
イ
ジ
・
プ
ル
チ

（1432-1484

）
と
み
な
さ
れ
て
い
る）

17
（

。

　

続
け
て
、《
蘇
生
し
た
少
年
の
奇
跡
》（
図
５

）
に
登
場
す
る
同
時
代
の

人
々
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。
こ
の
場
面
は
、
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
子
ど

も
が
蘇
生
す
る
奇
跡
を
描
い
た
も
の
だ
。
本
来
は
ロ
ー
マ
で
起
き
た
出
来
事

だ
が
、
舞
台
は
こ
こ
で
も
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
画
面
の

奥
に
み
え
る
橋
や
右
側
に
描
か
れ
た
サ
ン
タ
・
ト
リ
ニ
タ
聖
堂
な
ど
か
ら
、

当
時
の
人
々
は
、
す
ぐ
に
こ
の
場
所
が
よ
く
知
っ
て
い
る
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の

サ
ン
タ
・
ト
リ
ニ
タ
広
場
だ
と
わ
か
っ
た
だ
ろ
う
。
広
場
の
中
央
に
設
置
さ

れ
た
棺
台
の
上
で
、
少
年
は
、
今
ま
さ
に
、
息
を
吹
き
返
し
た
と
こ
ろ
の
よ

図
５　
《
蘇
生
し
た
少
年
の
奇
跡
》
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う
だ
。
空
に
は
神
秘
的
な
雲
に
包
ま
れ
て
聖
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
が
顕
現
し
て

い
る
。
少
年
の
枕
元
で
は
一
人
の
女
性
が
彼
の
蘇
生
に
驚
い
て
お
り
、
彼
の

足
元
で
は
、
二
人
の
修
道
士
が
聖
人
の
存
在
を
感
じ
て
い
る
よ
う
す
で
空
を

見
上
げ
祈
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
周
り
に
は
多
く
の
市
民
が
い
て
、
こ
の

奇
跡
を
見
物
し
て
い
る
と
い
う
構
図
だ
。

　

画
面
の
左
側
の
集
団
に
は
、
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
五
人
の
娘
た
ち
と
そ
の

婿
や
婚
約
者
た
ち
が
い
る
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
同
定
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
左
端
の
黒
い
衣
装
を
着
た
女
性
、
そ
の
前
に
立
つ
、
豪
華
な

ダ
マ
ス
ク
織
の
衣
装
を
着
て
手
を
組
む
女
性
、
さ
ら
に
青
い
衣
装
を
着
て
こ

ち
ら
を
見
つ
め
て
い
る
少
女
、
そ
の
隣
で
跪
く
女
性
│
少
な
く
と
も
ひ
と
き

わ
目
を
引
く
こ
の
四
人
は
、
お
そ
ら
く
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
娘
た
ち
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
画
面
右
側
の
集
団
に
は
、
サ
ッ
セ
ッ
テ
ィ
家
に
縁
の
あ
る
フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
の
名
士
の
肖
像
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
。
ち
な
み
に
、
画
面
の

右
端
で
、
腰
を
手
に
当
て
て
こ
ち
ら
を
見
て
い
る
黒
髪
の
男
性
は
、
壁
画
装

飾
を
手
が
け
た
ド
メ
ニ
コ
・
ギ
ル
ラ
ン
ダ
イ
オ
そ
の
人
で
あ
る）

18
（

。

　

以
上
、
中
央
壁
に
描
か
れ
た
二
つ
の
場
面
に
登
場
す
る
当
時
の
人
々
を
概

観
し
た
が
、
当
主
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
サ
ッ
セ
ッ
テ
ィ
、
そ
の
息
子
と
娘
た

ち
に
加
え
て
、
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
デ
・
メ
デ
ィ
チ
と
ア
ン
ト
ニ
オ
・
プ
ッ
チ
と

い
う
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
事
実
上
の
支
配
者
と
行
政
の
長
、
さ
ら
に
は
ロ
レ
ン

ツ
ォ
の
息
子
た
ち
や
メ
デ
ィ
チ
家
ゆ
か
り
の
人
文
主
義
者
た
ち
、
フ
ィ
レ
ン

ツ
ェ
の
名
士
ま
で
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
一
族
の
管
理
す

る
礼
拝
堂
の
壁
画
装
飾
に
注
文
主
の
家
族
が
描
き
こ
ま
れ
る
の
は
、
信
仰
心

の
面
か
ら
あ
る
程
度
説
明
で
き
る
だ
ろ
う
。
神
聖
な
場
面
に
立
ち
会
う
こ
と

で
自
ら
の
信
仰
を
示
し
、
聖
人
の
庇
護
に
預
か
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
で

は
、
一
族
以
外
の
面
々
が
壁
画
に
登
場
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

す
で
に
先
行
研
究
が
指
摘
し
て
い
る
こ
と
だ
が
、
と
り
わ
け
《
フ
ラ
ン

チ
ェ
ス
コ
会
の
会
則
認
可
》
に
お
い
て
、
サ
ッ
セ
ッ
テ
ィ
家
と
メ
デ
ィ
チ
家

と
の
繋
が
り
が
極
め
て
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
れ
は
、

ロ
レ
ン
ツ
ォ
「
豪
華
王
」
そ
の
人
が
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
横
に
描
か
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
先
に
紹
介
し
た
と
お
り
、
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ

は
長
年
に
わ
た
り
メ
デ
ィ
チ
銀
行
を
支
え
、
運
営
の
中
枢
に
関
わ
っ
て
き
た
。

ま
た
彼
は
、
古
典
文
学
を
愛
好
し
、
古
代
コ
イ
ン
を
収
集
す
る
な
ど
の
趣
味

を
持
つ
深
い
教
養
を
備
え
た
知
識
人
と
し
て
の
側
面
が
あ
り
、
ロ
レ
ン
ツ
ォ

を
中
心
と
し
た
人
文
主
義
者
サ
ー
ク
ル
の
学
者
た
ち
と
も
親
し
く
交
流
し
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る）

19
（

。
す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
が
率
い
る

サ
ッ
セ
ッ
テ
ィ
家
と
メ
デ
ィ
チ
家
は
、
公
私
に
わ
た
っ
て
深
く
強
固
に
繋

が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
サ
ッ
セ
ッ
テ
ィ
と
メ
デ
ィ
チ
の
紐

帯
を
、
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
は
壁
画
の
中
で
誇
ら
し
げ
に
示
し
て
い
る
の
だ
。

　

こ
の
点
に
関
連
し
て
注
目
し
た
い
の
は
、《
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
の
会
則

認
可
》
お
よ
び
《
蘇
生
し
た
息
子
の
奇
跡
》
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
舞
台
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【特集】美術が拓く

が
ロ
ー
マ
か
ら
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
変
更
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に

見
た
と
お
り
、《
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
の
会
則
認
可
》
で
は
シ
ニ
ョ
リ
ー
ア

広
場
が
そ
の
背
景
に
見
え
る
し
、《
蘇
生
し
た
息
子
の
奇
跡
》
で
は
サ
ン
タ
・

ト
リ
ニ
タ
広
場
が
奇
跡
の
舞
台
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
舞
台
の
変
更
は
、
フ

ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
と
い
う
都
市
に
対
す
る
愛
着
と
忠
誠
心

を
示
す
も
の
だ
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
は
由
緒
あ
る
都
市
国

家
で
あ
り
、
メ
デ
ィ
チ
家
の
下
、
平
和
と
繁
栄
を
享
受
し
て
い
る
。
こ
の
街

を
支
え
、
そ
の
富
を
生
み
出
す
一
翼
を
担
っ
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
我
々
な

の
だ
│
そ
の
よ
う
な
自
負
心
や
誇
り
か
ら
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
は
、
自
分
の
家

族
に
加
え
て
、「
自
分
と
と
も
に
都
市
文
化
を
担
っ
て
い
る
者
た
ち
」
を
描

か
せ
た
と
考
え
ら
え
る
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
彼
に
と
っ
て
、
フ
ィ
レ
ン

ツ
ェ
を
代
表
す
る
商
人
で
あ
る
自
ら
の
姿
に
加
え
、
都
市
の
行
政
・
経
済
の

中
枢
を
担
う
メ
ン
バ
ー
と
の
紐
帯
そ
の
も
の
が
、
こ
の
壁
画
に
描
き
、
後
世

に
記
念
す
べ
き
こ
と
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
紐
帯
が
、
こ
の
先
の

未
来
も
継
続
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
こ
と
が
、
サ
ッ
セ
ッ
テ
ィ
家
と
メ
デ
ィ
チ

家
の
次
世
代
を
描
く
こ
と
で
示
唆
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
サ
ッ
セ
ッ
テ
ィ

家
の
継
続
と
安
定
は
、
頼
も
し
い
息
子
た
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
婚
家
先
を
見
つ
け

た
娘
た
ち
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
こ
の
画
面
は
、
壁
画

が
制
作
さ
れ
た
一
四
八
〇
年
代
前
半
に
お
け
る
サ
ッ
セ
ッ
テ
ィ
家
の
輝
か
し

い
記
録
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
繁
栄
が
未
来
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と

を
祈
念
し
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
だ）

20
（

。
前
方
を
ま
っ
す
ぐ
見
つ

め
る
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
表
情
は
、
そ
の
よ
う
な
強
い
信
念
の
表
れ
と
見
る

こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

　

聖
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
生
涯
に
関
わ
る
場
面
の
ほ
か
に
、
中
央
壁
に
は
も

う
ひ
と
つ
、
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
サ
ッ
セ
ッ
テ
ィ
の
重
要
な
肖
像
が
あ
る
。

祭
壇
画
の
横
で
、
絵
に
向
か
っ
て
手
を
合
わ
せ
る
姿
で
描
か
れ
た
フ
ラ
ン

チ
ェ
ス
コ
像
で
あ
る
（
図
６

）。
ほ
ぼ
等
身
大
の
こ
の
肖
像
は
、
上
部
の
物

語
場
面
と
違
っ
て
、
鑑
賞
者
に
近
い
場
所
に
描
か
れ
て
い
る
。
色
大
理
石
に

囲
ま
れ
た
狭
い
空
間
に
跪
く
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
は
、
祭
壇
画
の
中
の
生
ま
れ

た
ば
か
り
の
イ
エ
ス
を
礼
拝
し
て
い
る
。
こ
こ
で
ギ
ル
ラ
ン
ダ
イ
オ
は
、
フ

ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
相
貌
を
完
全
な
横
顔
で
描
い
て
い
る
。
額
の
皺
、
目
袋
、

口
元
や
あ
ご
の
た
る
み
な
ど
の
正
確
な
描
写
は
、
老
齢
を
迎
え
て
死
を
意
識

し
始
め
た
こ
の
商
人
の
姿
を
、
見
る
も
の
に
あ
り
の
ま
ま
に
伝
え
て
い
る
よ

う
だ
。
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
ま
な
ざ
し
は
、《
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
の
会
則

認
可
》
の
と
き
と
は
違
い
、
よ
り
静
か
で
落
ち
着
い
た
も
の
に
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
、
画
家
が
こ
こ
で
強
調
し
て
い
る
の
は
、

優
れ
た
手
腕
で
大
銀
行
を
支
え
、
都
市
生
活
の
華
や
か
な
表
舞
台
で
活
躍
し

た
大
商
人
と
し
て
の
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
で
は
な
く
、
自
ら
と
家
族
の
死
後
の

安
寧
を
静
か
に
祈
る
、
敬
虔
な
一
人
の
信
者
と
し
て
の
彼
の
姿
な
の
で
あ
る）

21
（

。

　

以
上
、
サ
ッ
セ
ッ
テ
ィ
家
礼
拝
堂
の
壁
画
内
に
描
か
れ
た
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
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コ
の
肖
像
の
特
徴
を
検
討
し
て
き
た
。
次
章
で
は
、
よ
り
私
的
な
性
格
を
持

つ
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
作
品
の
考
察
に
入
っ
て
い
き
た
い
。

二
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
所
蔵

　
　《
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
サ
ッ
セ
ッ
テ
ィ
と
息
子
テ
オ
ド
ロ
》

　

冒
頭
で
紹
介
し
た
と
お
り
、
本
作
品
（
図
１

）
は
、
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
と

息
子
を
描
い
た
二
重
肖
像
画
と
な
っ
て
い
る
。
第
一
章
で
ふ
れ
た
よ
う
に
フ

ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
に
は
「
テ
オ
ド
ロ
」
と
い
う
名
前
の
息
子
が
二
人
い
る
た
め
、

研
究
者
の
間
で
は
、
作
品
が
描
か
れ
た
年
代
と
と
も
に
、
ど
ち
ら
の
テ
オ
ド

ロ
な
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
き
た
。
現
在
で
は
、
様
式
的
見
地

か
ら
一
四
八
〇
年
代
後
半
の
制
作
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
制
作
時
期
か

ら
し
て
、
二
人
目
の
テ
オ
ド
ロ
（1479-1546

）
を
描
い
た
も
の
だ
と
い
う

意
見
が
大
勢
と
な
っ
て
い
る）

22
（

。

　

本
作
を
あ
ら
た
め
て
な
が
め
て
み
よ
う
。
制
作
年
を
一
四
八
五
│
九
〇
年

と
す
る
な
ら
、
こ
の
作
品
が
描
か
れ
た
の
は
サ
ン
タ
・
ト
リ
ニ
タ
聖
堂
の
礼

拝
堂
装
飾
が
完
成
し
た
後
で
、
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
は
六
十
歳
代
後
半
だ
。
と

こ
ろ
が
彼
の
顔
に
は
皺
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
ふ
っ
く
ら
と
し
た
は
り
の

あ
る
頬
や
口
元
な
ど
は
と
て
も
そ
の
年
齢
に
は
見
え
な
い
。
サ
ン
タ
・
ト
リ

ニ
タ
聖
堂
の
祭
壇
画
の
横
で
祈
り
を
捧
げ
て
い
た
彼
の
姿
と
比
較
す
れ
ば
、

そ
の
違
い
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
実
は
、
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
顔
部
分
は
、
十

九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
描
き
直
し
、
ま
た
は
そ
れ
ら
後
世

図
６　

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
サ
ッ
セ
ッ
テ
ィ
像
（
祭
壇
画
横
壁
）
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【特集】美術が拓く

の
修
復
部
分
の
除
去
な
ど
、
複
数
の
修
復
家
に
よ
っ
て
手
が
加
え
ら
れ
た
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
る）

23
（

。
し
た
が
っ
て
彼
の
若
々
し
い
相
貌
は
、
あ
る
程
度
は

過
去
の
修
復
の
結
果
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

本
作
品
の
現
状
が
ど
の
程
度
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
表
現
を
伝
え
て
い
る
の
か
と

い
う
点
に
つ
い
て
は
管
見
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
が
、
近
年
の
赤
外
線
調

査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
下
絵
と
の
比
較
で
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
性
格
が
著
し

く
損
な
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
の
報
告
も
あ
る）

24
（

。
ま
た
、
展
覧
会
カ

タ
ロ
グ
に
掲
載
さ
れ
た
赤
外
線
写
真）

25
（

を
見
る
限
り
、
肌
の
質
感
が
よ
り
な
め

ら
か
に
さ
れ
、
細
か
い
皺
が
消
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
下
方
を
見
つ
め
口

を
軽
く
結
ぶ
と
い
う
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
表
情
そ
の
も
の
は
変
わ
っ
て
い
な

い
。
彼
の
持
つ
穏
や
か
な
雰
囲
気
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
も
の
を
伝
え
て
い
る
と

み
な
し
て
良
い
と
思
わ
れ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
、
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス

コ
の
頭
部
の
基
本
的
な
造
作
に
つ
い
て
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
も
の
が
保
存
さ

れ
て
い
る
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
論
を
進
め
た
い
。
そ
の
上
で
本
章
の
考
察

の
起
点
に
し
た
い
の
は
、
ま
さ
に
、
主
た
る
モ
デ
ル
で
あ
る
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス

コ
の
表
情
で
あ
る
。

　

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
作
品
に
お
け
る
正
面
を
向
き
か
つ
下
方
を
見
つ
め
る
モ

デ
ル
と
い
う
表
現
は
、
同
時
代
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
制
作
さ
れ
た
板
絵
の
肖

像
画
に
お
い
て
は
他
に
み
ら
れ
な
い
も
の
だ
。
そ
し
て
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な

表
情
、と
り
わ
け
視
線
に
よ
っ
て
、メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
作
品
に
は
、サ
ッ
セ
ッ

テ
ィ
礼
拝
堂
の
壁
画
の
中
の
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
と
は
ま
た
異
な
る
、
穏
や
か

な
雰
囲
気
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

前
章
で
私
た
ち
は
、
礼
拝
堂
装
飾
の
中
の
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
が
、
サ
ッ

セ
ッ
テ
ィ
家
の
当
主
で
あ
り
繁
栄
す
る
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
を
支
え
る
一
員
と
し

て
の
己
の
姿
を
、
誇
ら
し
げ
に
示
し
て
い
た
の
を
見
た
。
そ
の
時
、
彼
の
ま

な
ざ
し
は
力
強
く
、
成
長
し
た
息
子
た
ち
に
ま
っ
す
ぐ
に
向
け
ら
れ
て
い
た
。

一
方
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
作
品
で
は
、
そ
の
よ
う
な
強
い
ま
な
ざ
し
は
封
印

さ
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
は
視
線
を
落
と
し
て
い
て
、
物
静
か
で
控

え
め
な
印
象
を
見
る
も
の
に
与
え
る
。
傍
の
息
子
を
見
る
わ
け
で
も
な
く
、

自
ら
の
思
索
に
ふ
け
っ
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
る
。

　

本
作
品
の
こ
の
よ
う
な
側
面
、
す
わ
な
ち
、
伏
し
目
で
あ
る
フ
ラ
ン
チ
ェ

ス
コ
の
表
情
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
あ
ま
り
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ

た
。
近
年
の
主
要
な
論
考
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。
ロ
ー
ゼ
ン
バ
ー
グ
は
、

本
作
品
を
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
が
亡
く
な
っ
た
後
に
描
か
れ
た
も
の
と
し
、
実

年
齢
よ
り
若
く
理
想
化
さ
れ
た
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
姿
は
、
死
後
肖
像
に
ふ

さ
わ
し
い
と
指
摘
し
た
。
ま
た
、
と
も
に
描
か
れ
た
少
年
は
、
特
定
の
誰
か

と
い
う
よ
り
も
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
遺
産
を
相
続
す
る
存
在
と
し
て
の
「
息

子
」
を
表
し
て
お
り
、
息
子
か
ら
父
親
へ
の
告
別
と
、
サ
ッ
セ
ッ
テ
ィ
家
の

継
承
を
示
し
て
い
る
と
解
釈
し
た）

26
（

。

　

一
方
エ
ド
ワ
ー
ズ
は
、
本
作
品
の
注
文
動
機
を
、
一
四
八
八
年
の
フ
ラ
ン
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チ
ェ
ス
コ
の
リ
ヨ
ン
行
き
に
結
び
つ
け
た
。
上
述
の
と
お
り
一
四
八
〇
年
代

か
ら
徐
々
に
メ
デ
ィ
チ
銀
行
の
業
績
は
悪
化
し
て
お
り
、
一
四
八
八
年
、
リ

ヨ
ン
支
店
で
起
き
た
問
題
に
よ
っ
て
自
ら
の
個
人
資
産
も
危
う
く
な
っ
た
フ

ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
は
、
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
悲
壮
な
覚
悟
で
フ
ィ
レ
ン

ツ
ェ
か
ら
現
地
に
向
け
て
出
発
し
た
。
そ
の
と
き
、
彼
は
年
長
の
息
子
で
あ

る
ガ
レ
ア
ッ
ツ
ォ
と
コ
ジ
モ
に
向
け
て
終
意
処
分
を
作
成
し
た
。
エ
ド
ワ
ー

ズ
は
、
そ
れ
と
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
言
わ
ば
「
視
覚
的
な
遺
言
」
と
し
て

本
作
品
が
注
文
さ
れ
た
可
能
性
に
触
れ
、
描
か
れ
た
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
厳

粛
な
表
情
を
「
遺
言
」
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
だ
と
読
み
解
い
て
い
る）

27
（

。

　

最
後
に
フ
ェ
イ
は
、
先
行
研
究
を
手
際
よ
く
ま
と
め
た
上
で
、
父
と
息
子

の
二
重
肖
像
画
で
あ
る
こ
と
に
触
れ
、
そ
れ
が
、
サ
ッ
セ
ッ
テ
ィ
礼
拝
堂
の

壁
画
で
父
子
が
と
も
に
描
か
れ
て
い
た
の
と
同
様
に
、
家
系
の
存
続
を
示
す

も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る）

28
（

。

　

こ
の
よ
う
に
こ
れ
ま
で
の
解
釈
で
は
、
本
作
品
の
父
と
息
子
の
関
係
性
に

つ
い
て
、
家
長
と
そ
の
継
承
者
と
い
う
側
面
が
強
調
さ
れ
て
き
た
。
も
ち
ろ

ん
、
十
五
世
紀
の
商
人
で
あ
る
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
に
と
っ
て
、
家
門
の
継
続

と
繁
栄
は
、
最
大
の
関
心
事
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
、
先
に
見
た

サ
ン
タ
・
ト
リ
ニ
タ
聖
堂
の
礼
拝
堂
装
飾
に
描
き
こ
ま
れ
た
家
族
の
肖
像
が

明
確
に
示
し
て
い
る
。
本
作
の
よ
う
な
板
絵
肖
像
画
に
お
い
て
も
、
一
家
を

率
い
た
威
厳
あ
る
父
と
そ
の
息
子
を
描
く
こ
と
で
、
サ
ッ
セ
ッ
テ
ィ
の
遺
産

が
継
承
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
の
は
疑
い
な
い
。
し
か
し
、
そ

れ
な
ら
ば
な
ぜ
ギ
ル
ラ
ン
ダ
イ
オ
は
、
礼
拝
堂
壁
画
と
は
違
う
表
情
で
フ
ラ

ン
チ
ェ
ス
コ
を
描
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

先
ほ
ど
紹
介
し
た
ロ
ー
ゼ
ン
バ
ー
グ
は
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
正
面
向
き
の

姿
勢
や
視
線
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
が
、
そ
の
表
情
を
死
後
肖
像
に
結
び

つ
け
て
い
る
。
正
面
向
き
か
つ
伏
し
目
で
描
か
れ
た
板
絵
の
肖
像
画
の
例
は

ほ
と
ん
ど
な
い
、
と
先
ほ
ど
述
べ
た
が
、
実
は
「
伏
せ
た
目
」
だ
け
で
あ
れ

ば
、
本
作
品
と
同
時
代
の
有
名
な
肖
像
画
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ロ
レ
ン
ツ
ォ

の
弟
で
あ
る
ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ
・
デ
・
メ
デ
ィ
チ
の
肖
像
画
で
あ
る
。

　

ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ
は
ロ
レ
ン
ツ
ォ
の
四
歳
下
で
あ
っ
た
が
、
一
四
七
八
年
、

メ
デ
ィ
チ
に
敵
対
す
る
勢
力
に
襲
わ
れ
、
白
昼
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
大
聖
堂
で

命
を
落
と
し
た
。
現
在
、
ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ
の
肖
像
と
し
て
知
ら
れ
る
ほ
ぼ
同

じ
構
図
の
肖
像
画
が
、
ベ
ル
リ
ン
の
絵
画
館
、
ベ
ル
ガ
モ
の
ア
カ
デ
ミ
ア
・

カ
ッ
ラ
ー
ラ
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
、
そ
れ
ぞ
れ

所
蔵
さ
れ
て
い
る）

29
（

。
こ
れ
ら
の
作
品
で
ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ
は
右
斜
め
前
を
向
き
、

目
線
は
下
に
向
け
ら
れ
て
い
て
、
口
元
に
は
微
か
な
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
ワ
シ
ン
ト
ン
の
作
品
は
、
サ
イ
ズ
が
も
っ
と
も
大
き
く
、
図
像
も

複
雑
で
あ
る
（
図
７

）。
ベ
ル
リ
ン
、
ベ
ル
ガ
モ
の
作
品
は
ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ

の
姿
の
み
が
描
か
れ
て
い
る
が
、、
ワ
シ
ン
ト
ン
作
品
で
は
画
面
枠
に
沿
っ

て
窓
枠
が
描
か
れ
、
私
た
ち
は
窓
の
中
の
ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ
を
見
て
い
る
と
い
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【特集】美術が拓く

う
設
定
と
な
っ
て
い
る
。
ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ
の
背
後
の
壁
に
も
窓
が
あ
り
、
そ

の
扉
は
半
分
だ
け
開
け
ら
れ
て
い
て
、
空
が
見
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
画
面

の
左
下
を
み
る
と
、
窓
枠
の
上
に
枯
れ
枝
が
置
か
れ
、
そ
の
上
に
鳥
が
と

ま
っ
て
い
る
。
こ
の
鳥
は
キ
ジ
バ
ト
で
、
一
度
つ
が
い
を
決
め
た
ら
相
手
が

死
ん
だ
後
も
新
し
い
つ
が
い
は
探
さ
な
い
と
い
う
伝
承
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

愛
す
る
も
の
を
失
っ
た
悲
し
み
を
暗
示
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る）

30
（

。

　

い
ず
れ
の
作
品
も
作
者
は
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
と
そ
の
工
房
に
帰
属
さ
れ
て

お
り
、
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
の
関
与
の
程
度
や
制
作
年
が
議
論
さ
れ
て
き
た
。

制
作
さ
れ
た
動
機
に
つ
い
て
は
、
主
に
ワ
シ
ン
ト
ン
作
品
に
基
づ
い
て
、
精

神
的
な
愛
を
捧
げ
る
対
象
で
あ
っ
た
シ
モ
ネ
ッ
タ
・
カ
ッ
タ
ー
ネ
オ
（1453

頃-1476

）
の
死
を
悼
む
ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ
の
姿
を
描
い
た
と
い
う
解
釈
や）

31
（

、

一
四
七
八
年
の
暗
殺
の
後
、
ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ
を
記
念
す
る
た
め
に
制
作
さ
れ

た
と
い
う
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る）

32
（

。
シ
モ
ネ
ッ
タ
の
死
と
結
び
つ
け
る
場
合
、

キ
ジ
バ
ト
の
存
在
は
彼
女
を
失
っ
た
ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ
自
身
の
悲
し
み
と
関
連

づ
け
ら
れ
、
下
方
に
向
け
ら
れ
た
ま
な
ざ
し
は
、
悲
し
み
の
表
情
と
読
み
解

か
れ
る
。
ま
た
、
ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ
の
暗
殺
を
き
っ
か
け
に
描
か
れ
た
と
考
え

る
場
合
、
キ
ジ
バ
ト
は
彼
に
対
す
る
の
哀
悼
を
意
味
し
、
彼
の
ま
な
ざ
し
は

デ
ス
マ
ス
ク
を
思
わ
せ
る
も
の
と
な
る
。

　

近
年
の
展
覧
会
で
ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ
の
肖
像
の
解
説
を
書
い
た
ヴ
ェ
ッ
ペ
ル

マ
ン
は
、
伏
し
目
の
表
現
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
。
そ
の
正
確
な
意
味
は

わ
か
ら
な
い
と
し
つ
つ
も
、
デ
ス
マ
ス
ク
を
元
に
制
作
さ
れ
た
肖
像
が
か
な

ら
ず
し
も
目
を
閉
じ
て
い
な
い
こ
と
、
同
じ
く
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
が
描
い
た

《
マ
ギ
の
礼
拝
》（
一
四
七
五
年
、
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館）

33
（

）
の
中
に
描
か
れ
た

ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ
の
肖
像
が
や
は
り
視
線
を
落
と
し
た
表
情
で
描
か
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
目
を
伏
せ
て
い
る
こ
と
は
モ
デ
ル
が
死
ん
で
い
る
こ
と
を

示
す
も
の
で
は
な
い
と
説
得
力
を
も
っ
て
論
じ
た
。
さ
ら
に
、
ジ
ュ
リ
ア
ー

ノ
が
暗
殺
さ
れ
る
前
の
一
四
七
二
│
三
年
頃
に
、
ロ
レ
ン
ツ
ォ
が
彼
を
将
来

枢
機
卿
に
す
べ
く
画
策
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
、
伏
し
目
の
表
現
は
、

図
７　

サ
ン
ド
ロ
・
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ

　
　
《
ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ
・
デ
・
メ
デ
ィ
チ
の
肖
像
》
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肖像画がひらく家族のすがた
──ドメニコ・ギルランダイオ作《フランチェスコ・サッセッティと息子テオドロ》をめぐって──

ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ
を
そ
の
計
画
に
相
応
し
い
人
物
に
見
せ
る
こ
と
を
意
図
し
た

も
の
だ
っ
た
可
能
性
に
言
及
し
た
。
下
方
に
向
け
た
視
線
は
、
彼
が
熟
慮
し

て
い
る
こ
と
を
示
し
、
ま
た
謙
虚
さ
等
の
美
徳
を
も
示
唆
す
る
と
い
う
の
だ）

34
（

。

　

ヴ
ェ
ッ
ペ
ル
マ
ン
の
こ
の
解
釈
を
援
用
す
る
な
ら
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
作

品
の
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
像
の
眼
差
し
は
、
彼
が
す
で
に
死
ん
で
い
る
こ
と
を

示
唆
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
彼
の
謙
虚
さ
や
穏
や
か
さ
、
思
慮
深
さ
と
い
っ

た
内
面
的
な
性
質
に
結
び
つ
け
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
が
《
ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ
・
デ
・
メ
デ
ィ
チ
の
肖
像
》

を
描
い
た
の
が
一
四
七
八
年
前
後
と
す
る
な
ら
、
ギ
ル
ラ
ン
ダ
イ
オ
が
実
際

に
そ
の
肖
像
を
目
に
し
て
い
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。
ギ
ル
ラ
ン
ダ
イ
オ

は
、《
ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ
・
デ
・
メ
デ
ィ
チ
の
肖
像
》
の
例
に
な
ら
い
、
モ
デ

ル
で
あ
る
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
謙
虚
さ
や
思
慮
深
さ
等
の
美
徳
を
示
す
た
め

に
、
目
を
伏
せ
る
と
い
う
表
現
を
選
ん
だ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

た
だ
、
そ
う
で
あ
っ
て
も
こ
の
表
現
は
、
当
時
と
し
て
は
珍
し
い
手
法
で

あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
十
五
世
紀
に
制
作
さ
れ
た
肖
像
画
の
中
の

モ
デ
ル
の
眼
差
し
は
、
そ
れ
が
生
前
に
描
か
れ
た
も
の
で
あ
れ
、
死
後
に
描

か
れ
た
も
の
で
あ
れ
、
ま
っ
す
ぐ
前
か
斜
め
前
方
、
あ
る
い
は
上
方
に
向
け

ら
れ
て
い
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
だ
。
し
た
が
っ
て
、
ギ
ル
ラ
ン
ダ
イ
オ
が
慣

例
を
破
っ
て
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
を
伏
し
目
に
描
い
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
も

う
少
し
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
最
後
に
こ
の
点
に
つ
い
て
考
察
を
加

え
、
本
稿
を
締
め
く
く
る
こ
と
と
し
た
い
。

三
、
理
想
の
父
親
と
し
て
　
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
『
家
族
論
』
か
ら

　

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
作
品
の
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
表
情
に
つ
い
て
考
え
る
と

き
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
彼
が
息
子
と
と
も
に
描
か
れ
て
い
る
と
い
う

点
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
先
行
研
究
で
は
、
家
長
と
そ
の
遺

産
を
相
続
す
る
息
子
と
い
う
、
家
門
の
継
続
と
い
う
視
点
か
ら
の
二
人
の
立

場
が
強
調
さ
れ
、
彼
ら
の
内
面
性
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
。

　

十
五
世
紀
の
商
人
で
あ
る
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
が
、
実
際
に
息
子
た
ち
と
ど

の
よ
う
な
仲
を
築
い
て
い
た
か
、
彼
ら
へ
の
愛
情
が
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ

た
の
か
、
そ
の
実
態
を
現
代
の
私
た
ち
が
知
る
の
は
難
し
い
。
し
か
し
、
当

時
の
家
族
の
中
で
の
父
親
の
立
場
や
息
子
と
の
関
係
性
、
あ
る
べ
き
父
親
像

に
つ
い
て
豊
か
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
書
物
が
あ
る
。
当
時
を
代
表
す
る

人
文
主
義
者
レ
オ
ン
・
バ
ッ
テ
ィ
ス
タ
・
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
（1404-1472

）

が
著
し
た
『
家
族
論
』（
一
四
四
一
年
）
で
あ
る
。
全
四
書
か
ら
な
る
こ
の

作
品
は
、
レ
オ
ン
・
バ
ッ
テ
ィ
ス
タ
の
父
ロ
レ
ン
ツ
ォ
が
死
に
向
か
う
床
に

つ
い
て
い
る
と
き
、
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
一
族
が
そ
こ
へ
集
ま
り
語
り
合
う
と
い

う
設
定
で
、
実
在
の
人
物
が
対
話
を
す
る
形
式
で
議
論
が
進
ん
で
い
く
。
第
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【特集】美術が拓く

一
書
は
、
父
親
が
子
供
に
対
し
て
な
す
べ
き
教
育
を
テ
ー
マ
と
し
て
お
り
、

レ
オ
ン
・
バ
ッ
テ
ィ
ス
タ
の
再
従
兄
弟
で
あ
る
リ
オ
ナ
ル
ド
と
遠
縁
の
ア
ド

ヴ
ァ
ル
ド
が
主
た
る
語
り
手
と
な
っ
て
い
る
。
妻
子
持
ち
の
ア
ド
ヴ
ァ
ル
ド

が
父
親
の
子
供
へ
の
愛
情
の
大
き
さ
、
そ
れ
ゆ
え
の
苦
悩
や
不
安
に
つ
い
て

述
べ
る
と
、
未
婚
の
リ
オ
ナ
ル
ド
は
、
父
親
が
息
子
に
対
し
て
な
す
べ
き
こ

と
、
施
す
べ
き
教
育
を
雄
弁
に
語
る
。
例
え
ば
、
以
下
の
と
お
り
だ
。

　

で
す
か
ら
、
子
供
に
は
美
徳
を
仕
込
み
、
ま
ず
我
慢
し
た
上
で
自
分

の
欲
求
や
望
み
を
修
正
す
る
こ
と
を
学
ば
せ
、
富
よ
り
も
賞
賛
や
厚
情

や
好
意
を
得
る
術
を
彼
ら
に
教
育
し
、
名
誉
と
人
望
を
維
持
す
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
以
外
で
も
市
民
生
活
に
か
か
わ
る
こ
と
を
い
ろ
い

ろ
知
っ
て
お
く
よ
う
教
え
る
べ
き
で
す）

35
（

。

　

こ
こ
で
は
、
子
供
に
身
に
つ
け
さ
せ
る
べ
き
教
育
の
内
容
が
具
体
的
に
述

べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
成
人
し
た
大
人
（
父
親
）
に
求
め
ら
れ
る
資
質

で
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
ま
ず
父
親
が
子
供
の
手
本
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ

と
は
、
以
下
の
、
父
親
の
振
る
舞
い
に
つ
い
て
注
文
を
つ
け
て
い
る
次
の
よ

う
な
部
分
か
ら
も
明
確
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

子
供
た
ち
は
叱
ら
れ
る
時
に
、
た
ま
に
は
厳
格
に
な
る
に
し
て
も
、

と
も
か
く
度
を
越
さ
ず
理
性
的
に
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で

す
か
ら
、
粗
野
な
癇
癪
持
ち
の
父
親
が
す
る
よ
う
に
、
激
怒
し
て
は
い

け
ま
せ
ん）
36
（

。

不
作
法
で
、
言
う
こ
と
な
す
こ
と
横
柄
に
し
て
勝
手
気
ま
ま
な
父
親
が
、

一
言
ご
と
に
声
を
張
り
上
げ
て
尊
大
に
振
る
舞
っ
た
り
、
誓
っ
て
み
せ

た
り
、
わ
け
も
な
く
罵
っ
た
り
、
冒
瀆
的
な
こ
と
を
言
っ
た
り
、
激
高

し
た
り
す
る
の
を
見
る
こ
と
が
、
幼
い
者
に
と
っ
て
ど
れ
だ
け
害
に
な

る
と
思
い
ま
す
か）

37
（

。

と
も
か
く
父
親
は
あ
ら
ゆ
る
手
を
使
っ
て
努
力
す
る
の
で
す
。
ま
ず
自

分
を
手
本
に
し
て
教
え
、言
葉
で
戒
め
、箒
で
叩
い
て
罰
し
な
が
ら
、今
、

子
供
の
心
の
な
か
に
は
び
こ
り
つ
つ
あ
る
悪
徳
を
す
っ
か
り
引
き
抜
く

こ
と
で
す）

38
（

。

　

最
後
に
引
用
し
た
文
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
リ
オ
ナ
ル
ド
は
、
父
親
が
子

供
を
甘
や
か
す
こ
と
も
厳
し
く
諫
め
て
い
て
、
箒
で
叩
く
よ
う
な
体
罰
も
必

要
だ
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
一
方
で
、
子
供
が
道
を
外
れ
な
い
よ
う
つ
ね

に
気
に
か
け
て
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
、
父
の
子
供
に
対
す
る
愛
情
の

大
切
さ
も
説
く
の
で
あ
る
。
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…
子
供
た
ち
が
ど
こ
か
で
道
を
外
れ
よ
う
と
試
み
て
成
功
し
、
不
名
誉

で
淫
ら
な
振
る
舞
い
に
慣
れ
て
い
っ
て
し
ま
う
の
を
、
許
し
て
は
い
け

な
い
の
で
す
。
父
親
は
つ
ね
に
、
父
親
と
し
て
の
自
覚
を
持
つ
べ
き
で

す
。
憎
々
し
げ
で
は
な
く
、
で
も
威
厳
は
見
せ
、
親
し
み
や
す
く
な
り

す
ぎ
ず
、
で
も
人
情
味
の
あ
る
と
こ
ろ
を
示
す
の
で
す
。

　

父
親
や
年
寄
り
は
誰
で
も
肝
に
銘
じ
て
お
く
べ
き
で
し
ょ
う
。
力
ず

く
で
保
た
れ
る
絶
対
的
権
限
が
、
愛
情
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
る
権
威
ほ

ど
に
安
定
し
た
た
め
し
が
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
ね）

39
（

。

…
あ
な
た
が
自
分
の
子
供
た
ち
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
し
か
る
べ
き
時

に
子
供
に
配
慮
す
る
人
な
ら
ば
、
何
歳
に
な
っ
て
も
、
自
分
の
子
供
か

ら
尊
敬
と
名
誉
を
受
け
取
る
以
外
の
こ
と
は
な
く
、
つ
ね
に
満
足
と
喜

び
を
得
る
で
し
ょ
う
。
子
供
に
美
徳
が
備
わ
る
か
ど
う
か
は
、
父
親
の

配
慮
次
第
で
す）

40
（

。

　

以
上
に
引
用
し
た
文
章
か
ら
は
、
理
性
的
で
、
厳
格
で
あ
り
な
が
ら
も
人

情
味
が
あ
り
、
つ
ね
に
子
供
に
対
す
る
愛
情
と
配
慮
を
忘
れ
な
い
と
い
う
、

理
想
の
父
親
像
が
み
え
て
く
る
だ
ろ
う
。
リ
オ
ナ
ル
ド
が
、
父
親
は
強
権
的

に
振
舞
っ
て
は
な
ら
な
い
と
繰
り
返
し
説
い
て
い
る
の
も
印
象
的
で
あ
る
。

『
家
族
論
』
は
必
ず
し
も
当
時
の
一
般
的
な
理
念
や
家
族
の
実
態
を
反
映
し

て
い
る
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
る
が）
41
（

、
人
文
主
義
に
傾
倒
し
て
い
た
フ
ラ
ン

チ
ェ
ス
コ
で
あ
れ
ば
、
こ
こ
に
示
さ
れ
た
父
親
像
を
、
一
つ
の
理
想
像
と
し

て
共
有
し
て
い
た
と
み
な
し
て
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
い
う
の
も
、

前
章
で
触
れ
た
、
リ
ヨ
ン
に
向
け
て
出
発
す
る
前
に
作
成
し
た
一
四
八
八
年

の
終
意
処
分
で
、
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
は
、
自
分
亡
き
あ
と
の
生
き
方
に
つ
い

て
「
私
の
真
の
、
正
嫡
の
息
子
た
ち
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
悪
徳
を
避
け
て
遠

ざ
け
な
さ
い）

42
（

」
と
息
子
た
ち
に
諭
し
、
遺
産
を
兄
弟
で
平
等
に
わ
け
る
こ
と

や
、年
少
者
を
気
遣
う
こ
と
、必
要
で
あ
れ
ば
別
荘
を
売
る
こ
と
な
ど
、サ
ッ

セ
ッ
テ
ィ
家
を
継
続
さ
せ
て
い
く
術
を
息
子
た
ち
に
細
か
く
伝
え
て
い
る
。

そ
れ
は
ま
さ
に
『
家
族
論
』
の
中
で
リ
オ
ナ
ル
ド
が
語
っ
た
、
息
子
た
ち
が

道
を
外
さ
ぬ
よ
う
に
気
遣
う
父
親
の
姿
そ
の
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

の
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
再
び
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
作
品
に
目
を
向
け
て
み

よ
う
。
幼
い
息
子
と
と
も
に
描
か
れ
た
こ
の
肖
像
画
に
は
、
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス

コ
の
考
え
る
理
想
の
父
親
像
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う

か
。
そ
の
理
想
像
と
は
、『
家
族
論
』
を
参
照
す
る
な
ら
、
決
し
て
激
高
せ
ず
、

理
性
的
で
子
供
へ
の
配
慮
を
忘
れ
な
い
父
親
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
穏
や
か

な
性
質
を
備
え
た
父
親
を
演
出
す
る
振
る
舞
い
方
の
一
つ
が
、
視
線
を
下
方

に
向
け
る
こ
と
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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前
章
で
検
討
し
た
と
お
り
《
ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ
・
デ
・
メ
デ
ィ
チ
の
肖
像
》

の
表
情
が
内
面
的
な
美
徳
を
表
す
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
、
ギ
ル
ラ
ン
ダ
イ
オ

は
、
今
度
は
父
親
（
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
）
の
美
徳
を
表
す
た
め
に
そ
の
表
現

を
自
身
の
作
品
に
取
り
入
れ
た
の
だ
と
考
え
た
い
。

　

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
「
父
親
」
の
役
割
を
強
調
し
て
い
る
の
が
、
と
も
に

描
か
れ
た
息
子
の
姿
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
家
の
継
承
が
示
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
確
か
だ
と
し
て
も
、
息
子
と
し
て
描
か
れ
た
の
が
、
な
ぜ
年
長
の

ガ
レ
ア
ッ
ツ
ォ
で
は
な
く
、
幼
い
テ
オ
ド
ロ
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ギ
ル
ラ

ン
ダ
イ
オ
が
こ
こ
で
描
き
出
し
て
い
る
の
は
、
厳
格
で
あ
り
な
が
ら
も
愛
情

深
い
、
よ
き
父
親
と
し
て
の
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
な
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

は
、
成
人
し
た
息
子
で
は
な
く
、
発
展
途
上
の
、
ま
さ
に
父
か
ら
教
育
を
受

け
て
い
る
年
頃
の
息
子
の
姿
を
描
く
必
要
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
父

か
ら
息
子
へ
の
「
継
承
」
が
表
現
さ
れ
て
い
る
に
は
違
い
な
い
が
、
そ
こ
に

よ
り
親
密
な
雰
囲
気
を
ま
と
わ
せ
、
情
愛
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
に
仕
上
げ
る

こ
と
が
、
ギ
ル
ラ
ン
ダ
イ
オ
の
意
図
し
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

こ
の
よ
う
な
解
釈
は
、
父
と
息
子
が
実
際
に
触
れ
合
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
裏
付
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
テ
オ
ド
ロ
は
父
を
見
上
げ
、
そ
の
下
腹
部
に
肘

を
預
け
つ
つ
、
ほ
ぼ
寄
り
か
か
る
よ
う
に
立
っ
て
い
る
。
正
面
を
向
き
、
息

子
の
方
を
見
て
い
な
い
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
姿
は
近
寄
り
難
さ
を
感
じ
さ
せ

る
が
、
二
人
の
距
離
の
近
さ
が
、
そ
の
ま
ま
、
こ
の
親
子
の
親
密
さ
を
表
し

て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
が
息
子
か
ら
の
愛
情
と
尊
敬

を
得
て
い
る
こ
と
は
、
父
に
寄
り
添
う
少
年
の
姿
に
よ
っ
て
、
は
っ
き
り
と

示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
特
徴
的
な
視
線
に
よ
っ

て
理
想
的
父
親
の
特
質
を
、
ま
た
、
父
を
慕
う
息
子
の
姿
に
よ
っ
て
彼
ら
の

間
に
培
わ
れ
た
情
愛
を
、
ギ
ル
ラ
ン
ダ
イ
オ
は
表
現
し
た
の
で
あ
る
。

結
び
に
か
え
て

　

以
上
、
本
稿
で
は
、
ギ
ル
ラ
ン
ダ
イ
オ
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
フ
ラ
ン
チ
ェ

ス
コ
・
サ
ッ
セ
ッ
テ
ィ
の
肖
像
に
つ
い
て
の
考
察
を
進
め
て
き
た
。
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
美
術
館
所
蔵
《
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
サ
ッ
セ
ッ
テ
ィ
と
息
子
テ
オ

ド
ロ
》
に
描
か
れ
た
目
を
伏
せ
た
表
現
に
注
目
し
て
検
討
し
た
結
果
、
そ
れ

が
父
親
と
し
て
の
美
徳
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
こ
に
は

親
子
の
情
愛
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
い
う
解
釈
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ

の
未
だ
脆
弱
な
解
釈
の
説
得
力
を
高
め
る
た
め
に
は
同
時
代
の
他
作
例
と
の

さ
ら
な
る
比
較
検
討
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
今
後
の
課
題
と
し

た
い
。
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サ
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。
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述
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ア
ル
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ツ
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ー
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ア
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さ
れ
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さ
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